
改
正
地
方
公
務
員
法
の
概
要

改
正
地
方
公
務
員
法
の
概
要
は
、
次

の
３
点
で
す
。

役
職
定
年
制
の
導
入

役
職
定
年
の
対
象
範
囲
は
管
理
職
手
当

の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
職
と
し
、

役
職
定
年
年
齢
は
60
歳
を
基
本
と
す
る
。

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
の
導
入

60
歳
に
達
し
た
日
以
後
定
年
前
に
退
職

し
た
職
員
を
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
、

短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
（
任
期
は
65

歳
ま
で
）
す
る
こ
と
が
で
き
る

情
報
提
供
・
意
思
確
認
制
度
の
新
設

任
命
権
者
は
、
当
分
の
間
、
職
員
が
60

歳
に
達
す
る
日
の
前
年
度
に
、
60
歳
以

後
の
任
用
、
給
与
、
退
職
手
当
に
関
す

る
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
し
、
職
員

の
60
歳
以
後
の
勤
務
の
意
思
を
確
認
す

る
よ
う
努
め
る

ま
た
国
家
公
務
員
の
給
与･

退
職
手
当

と
の
均
衡
を
保
つ
た
め
の
措
置
を
２
点

求
め
て
い
ま
す
。

〇
当
分
の
間
、
60
歳
を
超
え
る
職
員
の

給
料
月
額
は
、
60
歳
前
の
７
割
水
準

に
設
定
す
る
。

〇
60
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
、
定
年
前

の
退
職
を
選
択
し
た
職
員
が
不
利
に

な
ら
な
い
よ
う
、
当
分
の
間
、
定
年

を
理
由
と
す
る
退
職
と
同
様
に
退
職

手
当
を
算
定
す
る
。

職
務
給
の
原
則
に
反
す
る
給
与
の
３

割
削
減

同
じ
職
務
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
齢

を
理
由
に
給
与
水
準
を
引
き
下
げ
る
の

は
地
方
公
務
員
法
第
24
条
（｢

職
員
の
給

与
は
、
職
務
と
責
任
に
応
ず
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

）
が
定
め
る
職
務

給
の
原
則
に
反
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
制
度

も
、
給
与
の
仕
組
み
は
現
行
の
再
任
用

制
度
と
同
じ
で
、
収
入
は
正
規
の
６
割

以
下
、
ボ
ー
ナ
ス
も
低
額
で
生
活
関
連

手
当
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は

働
く
意
欲
が
失
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
２
０
０
０
年
の
厚
生
年
金
法

改
正
に
よ
り
年
金
受
給
年
齢
が
、
今
年

度
の
退
職
者
か
ら
65
歳
と
な
る
た
め
、

年
金
受
給
開
始
ま
で
の
生
計
の
維
持
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

安
心
し
て
長
く
働
く
こ
と
が
で
き
る

制
度
設
計
を
を
求
め
る

定
年
引
上
げ
と
そ
れ
に
伴
う
賃
金
・

労
働
条
件
等
の
制
度
設
計
は
今
年
度
中

に
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
教
北
九
州
は
、
新
制
度
は
コ
ロ
ナ

後
を
見
据
え
、
働
き
方
改
革
の
名
に
恥

じ
な
い
教
職
員
の
勤
務
・
労
働
条
件
を

提
起
す
る
も
の
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

７
月
に
３
回
実
施
し
た
人
事
委
員
会

会
見
で
も
改
正
地
方
公
務
員
法
の
附
帯

決
議
の
内
容
を
示
し
、
制
度
設
計
に
関

す
る
協
議
を
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
と
も
交
渉
の
準
備
を
進
め
、

教
職
員
が
安
心
し
て
、
長
く
働
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
な
る
よ
う
要

求
し
ま
す
。
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特集 この新聞はすべての教職員に配布しています全教北九州 検索

働く意欲がもてる定年延長制度設計を求める

６
月
４
日
、
改
正
地
方
公
務
員
法
が
成
立
し
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
定
年

が
段
階
的
に
65
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

全
国
の
運
動
を
反
映
し
た
附
帯
決
議
が
つ
き
ま
し
た
。

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
（
全
教
北
九
州
）
は
、
こ
の
附
帯
決
議
に
も

と
ず
い
て
、
労
働
条
件
・
待
遇
の
改
善
を
求
め
る
協
議
を
要
請
し
、
定
年
ま

で
安
心
し
て
長
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
な
る
よ
う
求
め
ま
す
。

新聞 全教北九州
全教北九州市教職員組合
発行責任者 中川喜久子
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労
働
条
件
、
待
遇
改
善
に
向
け
た
協
議
を
要
請

下
関
要
塞
地
帯
の
防

空
陣
地
群

（
市
内
全
て
の
区
）

北
九
州
に
は
陸
軍
小
倉

造
兵
廠
と
八
幡
製
鉄
所
が

あ
る
た
め
、
京
浜･

阪
神
に

次
ぐ
厳
重
な
防
空
体
制
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
体
制
は
、
造
兵
廠

と
製
鉄
所
周
辺
に
高
射
砲･

機
関
砲･

レ
ー
ダ
ー･

気
球
、

そ
の
外
側
に
サ
ー
チ
ラ
イ

ト
を
設
置
、
小
月
（
山
口

県
）
と
芦
屋
に
戦
闘
機
を

配
備
す
る
と
い
う
も
の
で
、

最
大
で
高
射
砲
２
７
０
門

が
配
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
45
年
春
以
降
、

南
九
州
へ
部
隊
が
移
動
し

１
２
０
門
に
減
少
、
さ
ら

に
直
方
の
鉄
道
施
設
、
遠

賀
川
の
橋
梁
、
関
門
海
峡

へ
の
機
雷
投
下
阻
止
に
戦

力
を
割
か
れ
小
倉
と
八
幡

の
防
備
は
弱
体
化
し
ま
し

た
。山

中
に
現
存
し
て
い
る

陣
地
跡
も
あ
り
ま
す
が
、

見
学
で
き
る
よ
う
整
備
さ

れ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
陣
地
と
同
時
に
整

備
さ
れ
た
道
路
は
現
在
も

使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

改正地方公務員法の附帯決議(抄)
・全ての世代の職員が英知と情熱をもっ
て職務に従事できるように、働き方改
革の一層の推進に努力すること。非常
勤職員と常勤職員との給与・手当等の
格差をなくすための処遇の改善等に一
層努力すること

・大規模災害や新型コロナウイルス感染
症対策により明らかとなった課題を踏
まえ、超過勤務の縮減等のため、将来
にわたって必要となる定員の確保に関
する技術的助言等を地方公共団体に行
うこと

・役職定年制により降任等をされた職員
が定年まで安心して職務に従事できる
職場環境等を地方公共団体が整えられ
るよう、配慮すること

・定年前再任用短時間勤務の選択は、任
命権者による恣意的・一方的な適用と
ならないよう必要な措置を講じること

・加齢による諸事情への対応や地域貢献
等のための高齢者部分休業は、全ての
地方公共団体で取得が可能となるよう
支援すること

・定年年齢の引上げによる諸課題につい
て、地方公共団体が職員等の意向を適
切に把握し、制度を円滑に実施できる
よう、配慮すること



年
次
有
給
休
暇
は
労
働
者
の

「
権
利
」

年
休
の
取
得
に
つ
い
て
労
働
基
準

法
は
「
使
用
者
は
、
そ
の
雇
入
れ
の

日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
間
継
続
勤

務
し
全
労
働
日
の
八
割
以
上
出
勤
し

た
労
働
者
に
対
し
て
、
継
続
し
、
又

は
分
割
し
た
十
労
働
日
の
有
給
休
暇

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

（
第
39
条
１
項
）
と
定
め
て
お
り
、

取
得
の
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
使
用
者
は
、
前
各
項
の
規
定
に
よ

る
有
給
休
暇
を
労
働
者
の
請
求
す
る

時
季
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
請
求
さ
れ
た
時
季
に
有
給

休
暇
を
与
え
る
こ
と
が
事
業
の
正
常

な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

他
の
時
季
に
こ
れ
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
（
第
39
条
６
項
）
と
定
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
有
休
を
取
得
し

た
こ
と
を
理
由
に
賃
金
の
減
額
な
ど

の
不
利
益
な
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
も
定
め
て
い
ま
す
。
（
第
１

３
６
条
）

従
っ
て
、
年
休
取
得
に
理
由
は
必

要
な
く
、
労
働
者
の
都
合
で
休
む
こ

と
が
可
能
で
す
。
ま
た
賃
金
の
減
額

な
ど
不
利
益
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
者
に
は
、
業
務
に
著
し
い
支

障
が
出
る
場
合
（
そ
の
人
に
し
か
で

き
な
い
業
務
が
あ
り
、
期
日
が
迫
っ

て
い
る
な
ど
の
事
情
が
あ
る
、
繁
忙

期
な
ど
で
休
暇
を
取
ら
れ
る
と
多
大

な
支
障
が
出
る
な
ど
）
に
限
っ
て
年

休
の
時
期
を
変
更
す
る
が
で
き
ま
す

（
「
有
給
休
暇
の
時
季
変
更
権
」
）

が
、
年
休
の
拒
否
は
で
き
ま
せ
ん
。

年
５
日
の
年
休
付
与
は
使
用
者

の｢

義
務｣

最
近
管
理
職
が
「
年
休
を
ま
だ
５

日
消
化
し
て
い
な
い
人
は
年
内
に
必

ず
５
日
以
上
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
年
休
取
得
を
促
進
す
る
た
め
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
、
労
働
者
に
、

年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
さ

せ
る
こ
と
が
、
使
用
者
の
義
務
と
な
っ

た
た
め
で
す
。
（
第
39
条
７
項
）

違
法
と
な
る
場
合
と

パ
ワ
ハ
ラ
の
可
能
性
が
あ
る
場
合

次
の
行
為
は
違
法
で
す
。

①
年
休
の
取
得
を
阻
止
し
た
場
合

６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万

円
以
下
の
罰
金

②
年
に
５
日
の
有
給
休
暇
を
取
得
さ

せ
な
か
っ
た
場
合

30
万
円
以
下
の
罰
金

③
年
休
を
買
い
取
っ
た
場
合

２
年
で
消
化
で
き
な
か
っ
た
も
の
、

退
職
前
に
消
化
で
き
な
か
っ
た
も

の
、
法
定
以
上
の
有
給
休
暇
日
数

以
外
の
買
取
は
違
法
で
す
。

ま
た
、
次
の
行
為
は
パ
ワ
ハ
ラ
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
時
季
変
更
権
を
頻
繁
に
行
使
さ
れ

た
②
申
請
を
何
度
も
断
ら
れ
た

③
年
休
を
申
請
し
た
こ
と
で
嫌
が
ら

せ
を
う
け
た

④
申
請
の
取
り
下
げ
を
強
要
さ
れ
た

⑤
申
請
の
理
由
を
執
拗
に
聞
か
れ
た

事
実
上
年
休
を
取
ら
せ
な
い
こ
の

よ
う
な
行
為
を
受
け
た
場
合
は
、
証

拠
を
残
し
て
組
合
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

理
由
は
「
私
用
」
で
Ｏ
Ｋ

使
用
者
が
申
請
の
理
由
を
聞
く
行

為
自
体
は
違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
理
由
を
聞
か
れ
た
ら
「
私
用
」

「
家
庭
の
都
合
」
な
ど
で
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
立
場
の
弱
い
職
員

に
理
由
を
聞
く
の
は
、
広
い
意
味
で

の
不
利
益
な
取
扱
い
で
あ
り
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
も
言
え
ま
す
。

特
別
支
援
学
校
に
は
設
置
基
準

が
な
い

学
校
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な

最
低
の
基
準
を
定
め
た
「
学
校
設
置

基
準
」
。
小
・
中
学
校
等
に
は
あ
り

ま
す
が
特
別
支
援
学
校
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。

北
九
州
市
立
の
支
援
学
校
で
も
、

普
通
教
室
が
不
足
し
て
お
り
、
特
別

教
室
を
転
用
す
る
、
一
つ
の
教
室
を

カ
ー
テ
ン
で
仕
切
っ
た
「
カ
ー
テ
ン

教
室
」
で
生
活
す
る
例
が
あ
り
ま
す
。

方
針
転
換
し
た
文
部
科
学
省

全
教
（
全
日
本
教
職
員
組
合
）
と

全
教
北
九
州
は
「
障
害
児
学
校
の
設

置
基
準
策
定
を
求
め
、
豊
か
な
障
害

児
教
育
の
実
現
を
目
指
す
会
」
に
参

加
し
、
特
別
支
援
学
校
に
も
「
学
校

設
置
基
準
」
を
策
定
す
る
よ
う
毎
年

請
願
署
名
に
取
り
組
み
、
文
部
科
学

省
と
の
交
渉
、
国
会
議
員
へ
の
要
請

行
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

粘
り
強
い
運
動
の
成
果
で
、
今
年

よ
う
や
く
文
科
省
は
策
定
す
る
こ
と

を
決
定
し
、
５
月
26
日
に
「
素
案
」

を
公
表
し
ま
し
た
。

｢

素
案｣

の
問
題
点
と
私
た
ち
が

求
め
る
も
の

し
か
し
、
公
表
さ
れ
た
「
素
案
」

に
は
適
正
規
模
に
基
づ
い
た
児
童
生

徒
数
の
上
限
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
ら
ず
、
障
害
種
別
ご
と
に
必
要
な

施
設
設
備
の
基
準
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
既
存
校
へ
の
基
準
適
用
は
努

力
義
務
と
さ
れ
「
当
分
の
間
」
適
用

除
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は

設
置
基
準
に
実
効
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
実
効
性
の
あ
る
設
置

基
準
と
す
る
た
め
、
次
の
点
な
ど
を

求
め
て
い
ま
す
。

〇
児
童
生
徒
数
は
１
５
０
人
以
下
を

適
正
規
模
と
す
る

〇
校
舎
に
備
え
る
べ
き
施
設
は
障
害

種
別
に
明
記
す
る

〇
通
学
時
間
は
１
時
間
以
内
と
す
る

〇
１
学
級
に
必
要
な
教
員
の
数
は
２

名
以
上
と
す
る

〇
既
存
校
へ
の
基
準
適
用
は
、
期
限

を
示
し
て
適
用
す
る

教
室
不
足
問
題
を
20
年
近
く
放
置

し
て
き
た
国
は
、
実
効
あ
る
設
置
基

準
を
策
定
し
、
予
算
拡
充
、
学
校
新

設
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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年
次
有
給
休
暇
に
理
由
は
必
要
な
い

実
効
性
の
な
い
特
別
支
援
学
校
設
置
基
準

年
休
の
取
得
を
阻
止
す
る
行
為
は
違
法

執
拗
に
理
由
を
聞
く
の
は
パ
ワ
ハ
ラ
の
可
能
性

組
合
の
会
議
で
「
私
の
学
校
の
管
理
職
は
若
い
先
生
が
年
休
取
得

を
申
し
入
れ
た
と
き
い
ち
い
ち
理
由
を
聞
く
の
で
取
り
に
く
い
。
も

し
か
し
て
、
年
休
を
取
ら
せ
た
く
な
い
の
か
な
。
」
と
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
「
法
律
が
変
わ
っ
た
？
」
「
そ
れ
と
も
教
育
委
員
会
が
そ

う
し
ろ
と
言
っ
て
い
る
？
」
「
管
理
職
が
心
配
性
だ
か
ら
？
」
と
、

疑
心
暗
鬼
に
な
り
ま
す
。

年
次
有
給
休
暇
（
年
休
）
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

既
存
の
特
別
支
援
学
校
へ
の
基
準
適
用
は
「
努
力
義
務
」

知
っ
て
お
き
た
い
「
年
次
有
給
休
暇
（
年
休
）
」
の
基
礎
知
識


